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金
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よ
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に
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無
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御
多
忙
中
の
と
こ
ろ
多
数
御
出
昭
謁
畑
・
｜
以
非
、
約
万
十
日
ぶ
り
の
余
合
で
あ
り

■
●
７
４
，
旬
日
■
■
ｑ
ｊ
Ｄ
、
必
■
、
け
ｆ
Ｄ
７
Ｏ
■
も
■
″
ｎ
１
ｐ
Ｂ
■
９
０
■
０
夕
Ｌ
Ｂ
ｇ
Ｊ
４
９
ｆ
１
Ｄ
Ｊ
ｌ
０
Ｊ
ｆ
、
３
１
、
〃
Ｂ
ｑ
９
ｒ
Ｑ
７
Ｐ
Ｑ
Ｑ
１
ｆ
Ｑ
ｐ

毒
瞳
１
町
厩
全
で
提
案
を
脱
明
す
る
町
長
】

｜
本
日
こ
こ
に
、
第
一
回
定
例
町
隙
墨
希

招
姫
す
る
に
あ
た
り
、
獺
は
各
位
に
げ

、
‐
４
。
』
１
。
、
、
。
。
‐
、
’
８
、
。
。
’
０
０
９
．
、
１
〃
や
。
。
‐
。
。
。
●
１
１
４
６
、
Ｊ
２
ｐ
。
Ｉ
、
１
，
ｋ
時
．
，
４
迅
１
８
心
〃
ロ
、
４
６
Ｉ
１
ｐ
ｒ
ｂ
１
凸
叶
、
，
！
、
。
‐
’
、
０
，
‐
‐
‐
Ｑ
、
０
：
０
０
０
ｂ
、
・
″
１
，
１
‐
，
。
，
‐
。
、
Ｄ
Ｐ
’
０
，
，
０
，
‐
〃
●
８
，
０
．
０
．
。
，
、
ｊ
ｒ
ｂ

》
第
一
向
定
例
町
織
会
は
、
玉
や
六
月
二
千
九
円
か
ら
七
月
一
日
ま
で
望
一
両
閲
に
わ
た
っ
て
、
本
年
凄
本
予
鱒
一

一
案
な
ど
七
件
の
議
案
孝
霧
噌
候
諾
蝋
《
藁
件
幟
鰍
案
通
り
可
決
に
な
っ
た
が
、
第
冒
目
の
一
千
九
日
に
一

一
二
千
年
腰
の
本
予
算
は
、
新
川
蹴
砿
の
銅
一
歩
券
ふ
み
附
す
華
獺
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
ゞ
日
亘
一
千
〈

一
日
に
は
各
燗
保
杢
国
会
に
附
睡
霧
懸
声
這
子
騨
籠
獺
の
本
会
磯
は
、
一
一
面
白
の
七
月
一
日
に
す
る
』
と
い
う
〉

↓
こ
と
に
な
り
、
六
月
末
日
ま
で
の
輯
稲
羊
祁
だ
っ
た
関
係
百
町
瑚
刷
で
は
七
月
一
日
か
ら
十
日
分
の
哲
矩
千
一

〉
算
を
池
僻
す
る
な
ど
、
大
協
て
源
ち
た
滝
以
下
参
考
ま
で
に
厨
促
の
挨
拶
』
並
び
に
『
予
算
に
つ
い
て
の
提
一

今
山
口
ロ
、
ｑ
ｆ
ｇ
６
０
ｇ
ｓ
■
１
．
、
、
０
■
４
０
９
８
９
ｑ
ｆ
ｌ
ｑ
ｇ
ｇ
９
１
ｒ
Ｂ
ｈ
６
β
も
も
ｊ
け
Ｑ
ｏ
ｊ
ｐ
、
１
Ｊ
‐
ｑ
４
Ｊ
－

へ
案
理
由
の
悦
明
淫
旨
』
を
述
壽
Ｌ
ぞ
よ
弓

Ｂ
４
、
。
０
６
０
ｊ
■
■
Ｊ
ｆ
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｄ
Ｕ
Ｕ
■
０
３
ノ
０
■
ｐ
ｐ
ｈ
９
ａ
■
も
，
凸
巳
ａ
ｒ
Ｉ
■
ｚ
ロ
、
０
軒
ｄ
Ｉ
Ｕ
Ｊ
０
ｅ

◇
町
長
挨
拶
と
提
案
理
由
説
明
雲
ね
鋤
一
、
ど
こ
に
開
会
出
来
得
ま
ず
」
と
－
ま
し
て
、
合
併
後
の
本
町
の
行
政
湿

可」

所
得
の
蛾
大
を
図
り

'

｜
宏
嘉
且
ハ
目
に
町
雛
袋
が
開
か
れ
て

暫
葉
秤
だ
っ
た
関
係
で
、
町
開
で
は
七
月
一
日
か
ら
十
日
分
の
駕
予
一
報
馴
蝿
離
職
唾
鮮
雛
と
〃
ヵ
繍
同
；
金
に
ご
皇
…
て
ｆ

瑚
鮒
粥
織
酔
諦
瞬
融
一

蕊
蝿
謬
響
ま
で
に
『
町
歴
の
挨
拶
』
並
び
に
『
手
癖
に
つ
い
て
の
鍵
蓋
種
ね
っ
て
お
り
議
し
た
が
、
合
併
嬢

：
．
！
‐
．
‐
．
く
，
．
。
‐
．
，
１
．
．
‐
，
．
‐
１
，
：
く
‐
‐
、
’
’
一
日
浅
い
関
係
上
、
新
町
実
態
の
藩
礎
剛
く
、
そ
の
大
半
は
国
嫉
財
諏
に
依
存
し
一

溌
腱
撫
蝦
撰
延
譲
溌
灘
騨
纈
麓
繼
鮭
蕊
雛
製
溌
鰈
繩
識
灘

町
勢
の
発
展
を
期
す

一
議
溌
灘
鰡
總

一
二
一
里
、
南
北
二
里
布
余
に
風
る
広
範
囲

に
朕
開
し
、
人
口
一
万
七
千
に
お
よ
ぶ

菖
治
体
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
産
業
別

一
繊
篭
過
複
雑
化
し
て
、
日
極
そ
の
生
産

蹄
熱
瞬
鱗
灘
洲

和
三
十
年
匪
本
予
祁
綿
成
に
つ
い
て
』

そ
の
経
過
と
方
針
を
蛎
単
に
申
上
げ
ま

一
す
。せ
ま
い
国
土
に
住
む
貧
し
い
わ
れ
わ
れ

ａ
Ｊ
ｎ
画
Ｊ
■
ｎ
４
３
ｑ
句
‐
ｈ
ｇ
ｑ
ｂ
巴
卜

国
鴎
が
、
鯵
戦
後
こ
の
方
、
平
和
を
希

識
豚
駅
計
で
閻
留
嬰
唾
脅
儲
ｗ
認
加

｜
そ
の
実
現
は
全
く
見
通
し
の
つ
か
な
い
一

噸
業
施
行
は
財
源
確
定
後

も
の
と
な
り
、
わ
が
新
金
木
町
の
第
一
弓
一

◇
予
算
編
成
の
経
過
及
び
方
針
一
い
、
そ
し
て
生
活
の
壷
定
を
畷
み
、
あ
一
歩
證
ふ
み
出
す
、
こ
の
二
千
年
腰
は
、
・
一

さ
て
本
日
提
案
す
べ
き
諾
蛎
案
の
理
由
ら
ゆ
る
困
難
莚
克
服
し
て
今
円
に
韮
つ
一
合
併
加
に
ま
し
て
の
『
苦
し
い
年
』
に
ゞ
一

町
『
『
■
Ｅ
ｆ
も
‐
曲
り
■
ｂ
Ｑ
Ｄ
、

の
脱
朋
に
先
立
ち
、
合
併
に
よ
る
新
町
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
微
妙
な
鬮
際
松
な
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
致
し
て
お
一

睡
股
の
礎
で
あ
り
ま
す
と
こ
為
の
『
昭
｝
勢
に
、
絶
え
ず
不
安
な
城
況
に
お
か
れ
り
ま
す
。

和
三
十
年
庇
本
予
祁
辮
成
に
つ
い
て
』
｜
’
て
い
る
わ
が
国
の
予
算
は
、
本
年
に
入

す
．
‐
｜
言
く
患
曽
添
享
で
に
監
種
加
嬬
淵
縦
鯛
聯
塾

そ
の
経
過
と
方
針
を
蛎
単
に
申
上
げ
ま
一
っ
て
よ
っ
や
く
末
端
町
村
に
ま
で
、
大

町
税
滞
納
整
理
に
重
点

一巳

慰
謝
劉
馴
馴
矧
罰
馴
馴
創
糾
創
凹

喜
び
雨
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
日
最
も
《
侭
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

繩
鵬
纈
蝿
鶴
紳
剰
避
聖
帥
縄
謝
緋
識
瞬
嶬
開

に
つ
き
、
審
議
し
好
ま
す
こ
と
は
、
本
》
き
ま
し
て
、
我
が
町
の
財
政
診
断
を
県

鞭
の
深
く
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
し
て
、
本
席
よ
り
謝
意
を
菱
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）

私
が
町
長
に
秤
腰
当
選
し
て
、
そ
の
職

に
就
任
し
て
か
ら
早
く
も
三
カ
月
は
過

ぎ
、
そ
の
間
、
新
町
将
来
の
発
隈
の
繊

想
を
ね
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
合
併
後

錘
傘
競
蝉
に
お
か
れ
て
い
る
ｃ
と
憾
彌
騨
識
瀧
韮
蕊
笙
一

睡
饒
潔
霊
説
裁
瀞
し
て
い
る
の
で
ぁ
・
讃
す
．
（
中
一

未
だ
過
渡
期
に
お
け
る
自
治
体
の
姿
琶
一
昨
）

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
や
が
て
は
町
の
一

一
一
三

え
る
よ
っ
に
な
り
、
合
併
に
よ
り
、
新
万
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
現
在
、
四
、

ら
し
い
町
を
つ
く
る
べ
く
『
起
債
袖
一
五
、
六
月
の
彌
定
予
算
さ
え
為
御
破
算

助
』
諺
約
束
づ
け
ら
れ
て
『
建
鯉
酎
画
』

一
を
た
て
た
も
の
の
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

下
町
村
に
さ
き
が
け
て
実
施
願
い
、
そ

の
実
態
の
分
析
に
よ
る
効
果
を
華
本
と

い
た
し
ま
し
て
、
予
騨
の
細
成
に
秘
手

し
ま
し
た
。

こ
れ
が
細
成
の
方
針
に
つ
き
ま
し
て
は’ ■

弾
－
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二
州
測
馴
や
淵
”
織
吋
一
前
述
の
方
針
に
基
い
て
予
涼
を
細
成
は
ま
な
け
れ
ば
、
む
し
ろ
合
併
前
よ
り
は
一
▲
役
塩
蜜

上
し
た
。
￥
一
七
十
五
万
五
千
円
の
予
算
で
あ
り
ま
す

合
併
前
よ
り
苦
し
い
初
年
度
一
の
一
号
一
羊
円
と
な
っ
て
お
り
、
普

鶴
難二応進大な予

源
と
な
っ
て
お
り
ま
す

程
腰
見
込
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
で
は

一
、
合
併
に
よ
る
自
然
咽
の
人
件
喪
及

歳
入
で
は
１

－
、
町
税
諏
納
を
撤
底
的
に
鍵
理
す
る
一

た
め
、
歳
入
の
溌
納
繰
越
を
七
六
％
｜

肘
上
し
、
現
年
産
分
は
八
○
％
に
お

さ
え
た
。

二
、
依
存
財
源
の
地
方
蚕
付
税
、
袖
助

起
債
等
は
、
昨
年
産
実
紬
の
八
○
％
’

駝
職
鯛
羽
織
鵡
諏
噌
一

従
っ
て
『
予
琿
細
成
の
方
針
は
』
一
三

昭和30年度青森県北津軽郡
金木町歳入歳出予算総計表

口

|,事"“”韓聯農“，12、地方交付
’3、公財産

霞駕鶴曾‘""狸14、夫

鯛ミ畠阿《支出金9,025,000
》欧壜支脳霊4,331,499附860,000
f9、糊越金O
flO，雑収入3,977,000
＞11、町便13,680,000，

§識．入合計84,972,010円
r

： 歳出

i款別劇別本年腰予卵額
11、議会蜜1,755,000円
1

8胤搬会餐1,722,000"'33,0002

〈2，役埋･蜜、19,977,600
タ

霊隠挙素鴇§';蓄篝
》
、

《

●

》3，消防蜜4,457,342
》（項別は略）
；4、土木蜜1,642,000
J

灘川濯噸鑪繍
3吋

<
：

くぅ、教湾喪20,942,250

蕊1灘
》
：

寺

＞

鷲靭糸学校喪Ⅱ3,224,790●

鱸撫…金繍I
●

夕

夕

＞
◆

〈6，社会労働施設饗13,665,400
（項別は略）》

；7、保鯉徹生蜜625,880
：0

菖蕊蕊毒蕊
3

3

心

も

§

＃8，産議経済蜜6,724,670

鶴 繍
§
＄

＞

●

●

C

O

《9､財零駒は略） 760,570
〈
■

；10、統討鯛壷餐266,050
、

（現別は略）

ず11、選挙蜜542,740
Z

＞ （項別は略)

》12，公侭餐4,147,786も

2

‘8%還元金998,95］
K

子2,648,835も

〈13,渚支出余8,624,723
《

（項別は略）■

g
p

厚

た
め
の
実
現
策
に
亟
点
を
泣
い
た
。

四
、
宵
少
年
育
成
の
た
め
の
『
教
育
識

3,977,000
13,680,000

84,972,010円

出

本年腰予凍額

1,755,000円

1,722,000
33,000

19,977,600

17，372，700

御
確
算
と
し
、
後
日
再
検
討
願
う
こ

と
と
す
る
。
‐

、
産
莱
娠
興
に
関
し
て
は
、
水
田
単

作
地
帯
で
あ
る
当
町
で
は
あ
る
が
、

将
来
有
望
で
あ
る
『
り
ん
ご
』
と
「
畜

産
の
振
興
及
び
、
商
工
業
進
股
』
の

』
に
つ
い
て
は
、
満
足
す
る
よ
っ
な

鋳
》
八
千
四
百
九
十
七
万
一
一
千
円

狸

●

一一

税
湘
納
の
嘩
理
の
状
況
及
び
財
源
の

見
通
し
が
つ
け
ば
、
追
加
史
正
な
す

る
予
定
で
あ
る
。

以
上
本
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
簡
単
に

申
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
の
点
御
了
承
の

上
、
騨
璽
御
審
漉
の
上
御
裁
決
い
た
だ

け
れ
ば
幸
甚
の
至
り
に
存
じ
ま
す
。

寧予
額騨
をで
副‐は
上な
しい
たが
の、

で実
あ行
る可
が能
、の

町予

る事

点､蓋
うの
こほ
とと
をん
御ど
了が

巖篠
い財
、源
まで
ずあ

！
1

’
歳
出
剛
か
ら
予
涼
内
容
の
碗
咽
左
申
上

げ
ま
す
。

一
歳
出
字

▲
譲
会
壷

議
会
蜜
総
額
百
七
十
五
万
五
千
円
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
織
田
報
酬
の

百
十
五
万
八
千
門
、
研
修
蜜
と
し
て
五

万
五
千
円
、
旅
識
の
二
十
六
万
円
、
需

用
讃
二
十
四
万
八
千
円
、
諸
饗
負
担
金

陸2

ヘ

す
が
、
特
別
駁
の
俸
給
に
つ
い
て
は
、

そ
の
陣
容
が
確
姉
さ
れ
て
い
な
い
関
係

か
ら
今
の
と
こ
ろ
一
応
旧
金
木
町
三
役

の
俸
給
額
を
耐
上
い
た
し
ま
し
た
。

諸
毅
十
万
円
は
研
修
蜜
そ
の
他
報
偵
残

営
繕
識
の
二
百
二
十
二
万
円
は
役
泌
庁

舎
の
増
改
築
の
た
め
の
計
上
で
、
嘉
瀬

喜
良
市
両
支
所
讃
は
人
件
饗
を
除
い
た

い
わ
ゆ
る
支
所
維
持
蜜
の
計
上
で
あ
り

ま
す
。

▲
消
防
萱
総
細
四
百
四
十
五
万
七
千

三
百
四
十
二
円
で
、
こ
の
主
な
る
亀
め

は
、
鞭
風
給
の
十
五
万
九
千
六
百
円
、

同
手
当
三
万
七
壬
言
四
十
円
、
篭
手

当
の
四
十
五
万
五
千
百
円
、
旅
蜜
で
は

二
万
円
、
各
秘
負
担
金
お
よ
び
自
動
噸

検
査
料
等
の
二
十
二
万
二
千
九
百
二
円

需
用
饗
は
三
百
三
十
九
万
七
千
五
百
円

の
計
上
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
喜
良

市
ポ
ン
プ
自
幽
車
の
二
百
三
十
三
万
円

織懸“
財零駒は略）
統討鯛壷餐

（現別は略）

選挙蜜

（項別は略)

公侭餐

8%還元金子
渚支出今

（項別は略）

地方振興饗

予備饗

で

一一一

｜
霧
緋
垂
澱
溌
窄
澱
轤
駿

一
一
但
し
ポ
ン
プ
自
動
車
鱒
入
張
に
対
し
て

は
地
元
寄
附
金
と
し
て
八
十
万
円
の
計

一
上
を
見
て
お
り
ま
す
。
報
彼
我
と
し
て

二
万
円
、
営
繕
蜜
で
は
響
鐘
台
の
修
理

蜜
ホ
ー
ス
乾
燥
台
お
よ
び
貯
水
池
修
理

等
で
八
万
五
千
円
、
水
防
饗
と
し
て
六

万
円
、
計
四
百
四
十
五
万
七
千
三
百
四

十
二
円
と
な
り
ま
す
。

▲
土
木
重
総
括
酌
に
申
上
げ
ま
す
と

今
回
二
カ
町
村
合
併
に
よ
り
県
道
延
長
一

週
一
万
二
千
粁
、
一
方
町
道
は
実
に
七
一
一

1
1

14、

幽
15、

‘硬
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昭和30年8月1日（3） だ よ り金 木
一
一
画
モ
ー
タ
ー
等
の
交
通
域
の
鯛
大
と
、
一

一
繩
搬
縣
鯏
嘩
沸
鐡
魑

一
こ
れ
が
補
俺
復
旧
は
喋
遊
の
復
旧
と
同

齪
、
町
村
の
墨
近
に
お
け
る
困
貧
財
政

に
よ
り
、
ま
こ
と
に
遺
憾
な
が
ら
町
民

の
期
待
に
副
う
よ
っ
な
誠
修
復
旧
は
国

難
な
率
摘
に
あ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
｜

然
し
な
が
ら
私
か
ら
申
上
げ
る
ま
で
も

な
く
、
通
路
概
梁
は
産
議
交
化
の
パ
ロ
｜
｜

，
メ
ー
タ
ー
と
申
す
べ
く
次
第
で
あ
り
ま
一
一

す
か
ら
前
に
申
上
げ
ま
し
た
淑
路
の
延

長
に
対
し
超
だ
少
い
予
算
で
あ
り
ま
画

《
が
利
用
展
、
交
通
趣
あ
る
い
は
破
扱
程
一

湾
、

６

１
６

汗
月
且
蓼
一
元
伽
凌
署
ｂ
に
側
札
灌
一
勇
て
沙
一
ｋ
砿
ン
｝
ｈ
千
・
丁
訓
則
り
罰
一
刻

●
。
、
，
．
’
、
●
．
．
，
傷
・
、
，
〃
。
・
・
・
．
、
．
●
・
細
〃
●
、
．
●
．
’
．
．
．
，
・
・
・
’
●
．
．
・
・
、
‐
．
…
．
．
‐
●
．
．
●
●
・
・
・
：
川
威
確
候
池
饗
に

【
写
園
Ⅱ
台
風
十
五
号
で
ボ
日
の
出
た
役
塘
囚
舍
】
一
《
二
，
一
，
一
フ
９
，
時
《
｝
う

腰
等
養
老
噸
い
た
し
ま
し
て
町
民
の
便
一

盆
に
壷
し
た
い
と
存
じ
て
お
ｎ
よ
す
。

す
な
わ
ち
遠
路
補
修
、
祇
竣
復
旧
殻
と

し
て
六
十
万
円
を
訓
上
、
ま
た
街
灯
蜜

に
つ
い
て
も
蔵
蹄
の
袖
罐
吋
泳
、
幾
分

な
り
と
も
町
茂
融
為
〃
．
、
保
ち
た
い
と
い

司
老
え
か
●
罰
純
撫
ま
で
の
街
灯
の
維

持
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
疑
海

部
落
の
点
灯
、
↓
書
、
た
町
村
合
併
飛
吋
轆

力
饗
瓠
さ
釦
成
し
た
燕
直
市
の
双
棄
町

の
未
点
灯
が
轍
論
す
べ
く
、
部
落
医
の

協
力
を
願
う
て
好
磯
す
る
一
Ｚ
に
い
た

し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
挙
年
の
懸

案
で
あ
り
、
口
つ
岻
託
“
エ
中
の
金
木

蕊
》
謹
洲
鰯
鶏
開
雛
鑪
霊
一
塁
器
一
蕊
腿

三
十
人
で
、
十
一
万
二
千
二
百
円
、
旅

罐
誌
ま
聾
蠅
辮
鯲
嚥
聯
灘
槻
誇
一
僻
達
辮
脚
鱸
脚
噸
蝿

灘
灘
蕊
需
蕊
篭
鰡
郵
一
罐
霊
澱
譲
罐
鍬

た
い
と
、
絶
え
ず
一
は
如
何
と
も
致
し
方
な
い
状
況
に
あ
り
完
驍
を
希
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

雪
慮
に
入
れ
て
参
一
蕊
崖
鑪
鱸
蕊
蕊
註
蕊
誰
鯉

一
製
札
溌
遡
掲
謝
》
鰄
騨
魑
鯛
辮
濡
灘
諏
雛
露
継
溌
鄙

蒋
蕊
墜
離
歸
謹
雲
霊
簾
瀧
凄
潔
藷

一
二
一
・
一
・
万
円
、
さ
ら

一
雁
小
仰
川
上
流
の

一
ダ
ム
趣
設
の
漉
査

蜜
と
し
て
、
三
万
一

円
垂
酎
上
し
た
次

ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ

田
小
学
校
の
新
築
等
い
わ
ゆ
る
外
形
難
▲
紅
会
労
働
施
股
壁
こ
の
予
算
額
は

【
写
爽
Ｉ
交
通
■
が
激
し
い
の
で
年
２
回
位
は
》
元
な
に
な
る
】

ツ

ﾇa

｜

畷
灘
臘
議
難
所
騨
鍵
灘
蕊
鯛
溌
蠅

一
寸
》
が
、
行
郡
裁
と
し
て
七
万
五
千
円
、
本
年
に
華
り
国
、
孫
の
袖
助
七
馴
五
分

一
法
外
媛
漉
饗
と
し
て
六
万
円
献
上
し
、
と
起
侭
二
割
五
分
の
見
通
し
が
略
つ
き

一
嬢
搬
関
係
種
十
分
生
か
し
た
い
と
考
え
一
一
ま
し
た
の
で
、
こ
の
際
昨
年
新
築
な
つ
，

一
て
い
る
択
第
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
本
年
一
た
金
木
町
保
汽
所
と
と
も
に
、
公
余
堂
一

禧
県
の
璽
信
華
い
て
保
満
所
運
営
壷
蚕
氏
熊
幸
持
た
な
い
当
町
と
し
て
広
く
一

一
い
“
塞
授
を
新
た
に
頑
と
し
て
設
け
る
と
↓
級
町
民
に
も
利
鮪
さ
せ
る
目
的
を
併

一
睡
郎
蛎
諦
撚
駄
晴
鮮
鮭
灘
雛
囎
は
、
と
脅
え
た

｝
所
の
経
鋪
維
殻
か
ら
分
離
さ
せ
、
袖
眺
公
粒
杵
宅
新
築
彊
の
六
百
十
六
万
六
千

印
術
の
対
彼
を
明
疏
に
い
た
し
ま
し
た
一
円
は
、
第
一
純
十
五
月
第
二
抑
五
戸

】
一

・
次
に
嘗
緬
費
中
の
保
育
所
新
築
の
件
で
一
の
工
率
墾
畢
迄
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ

一
Ｄ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
０
Ｉ
９
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
１
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｐ
Ｉ
‐
一

一
一

一
一

二
第
一
日
（
六
月
二
十
九
、
）

二
○
審
翻
案
件
及
び
結
果

垂
一
黙
秘
珊
餓
噸
洲
麺
鮴
用
料
条
例
制
寵
の
件
一
嘘
案
通
り
可
決
）
一

二
（
陳
案
通
り
可
決
）
一

ゞ
一
三
、
金
木
町
報
酬
及
び
醤
用
弁
憐
に
関
す
る
条
例
中
一
部
追
加
の
件
一

（
隙
案
通
り
可
決
）
一

一
四
、
金
木
町
ほ
か
三
カ
町
村
学
校
組
合
金
木
高
等
学
校
改
築
工
率
充
当
借
一

主
一
八
金
噛
揖
の
件
（
脱
桑
通
り
可
決
）
一

壼
五
、
専
決
処
分
報
告
の
件
卓
一

一
延
納
米
代
金
に
関
す
る
予
算
外
錐
銭
負
担
の
件
（
聴
築
通
り
可
決
）
一
一

一
六
、
昭
邇
一
千
年
産
金
木
町
歳
入
歳
出
予
算
の
件

（
二
十
九
日
に
叩
か
れ
る
各
懸
会
舘
任
委
風
会
に
附
託
、
七
月
一
日
一

一
ｆ
ｏ－
本
会
議
で
審
織
す
る
）
寄

寓
rh･オ

一
一
一
一一

一
可
決
）
一
一

一

司
決
）
一
や

一

一
件
一
↑

可
決
）
一
一

充
当
借
一
↓

可
決
）
一
一
一
一

可
決
）
一
幸

月
一
日
一
一
一

画

■
一色韓

幸
一

軒
勇
二

一
一

可
決
）
一
一
垂

’
１
も
七
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金 木 だ よ り 昭和30年8月1日 （4）

産
範
囲
内
で
酬
上
い
た
し
ま
し
た
も
の

Ｂ

で
あ
り
ま
す
が
、
財
政
孤
迫
の
折
柄
設

雫
鄙
距
離
雛
Ｆ
紬
趣
鵬
嘩
一

っ
て
廉
瞳
の
住
宅
雄
を
漸
次
解
消
い
た

し
た
い
と
蚕
，
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
支
出
に
対
し
て
は
襲
付
け
と
い
た
し

ま
し
て
国
廊
補
助
金
三
百
二
十
八
万
三

千
円
、
起
疲
百
四
十
万
円
、
計
四
百
六

十
八
万
三
千
円
が
歳
入
面
に
針
上
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
次
の
公
営
住
宅
強
、
修

繕
強
の
一
万
円
は
、
寮
良
市
公
営
住
宅

の
井
戸
悠
理
強
を
見
た
の
で
あ
り
ま
す

公
剛
殿
三
十
万
円
の
中
、
施
投
穀
と
し

て
の
二
十
六
万
五
百
円
は
決
し
て
多
額

と
は
申
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
年
次
酎
画
に

よ
り
適
当
な
施
鯉
を
い
た
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

次
の
金
木
町
お
よ
び
金
木
町
第
二
保
育

所
饗
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
各
位
己

■
ｂ
ゆ
ず
■
、
ｌ
〃
Ｌ
Ｔ
″
ｇ
Ｂ
ｂ
ｇ
Ｈ
Ｔ
邑
占
、
＄
ヴ
ー
：
ｆ
１
Ｊ
Ｊ
ｂ
Ｄ
Ｊ
■
■
〃
！
■
Ｕ
Ｖ
■
ｎ
ａ
ｑ
Ｑ
０
〃
■
Ｑ
０
ヶ
■
Ｂ
〃
Ｂ
Ｇ
■
２
、
り
Ｕ
ｐ
ｏ
グ
。
■
■
旬
Ｑ
Ｂ
〃
ｑ
Ｑ
ｐ
″
ｑ
Ｄ
〃
丘
●
公
●
８
口
戸
口
。

【
写
瞳
Ｉ
小
田
川
上
流
ダ
ム
適
地
の
流
竃
測
定
を
す
る
縣
係
官
幽

⑦
は
近
く
落
成
の
鴎
出
小
学
校
】

候

備
蜜
も
ほ
と
ん
ど
計
上
で
き
得
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
経
常
経
輩
の
み

に
と
ど
め
ま
し
た
。

季
節
保
育
所
殿
、
こ
れ
は
、
今
年
希
望

に
よ
り
襲
瀬
お
よ
び
蒔
田
で
卵
投
し
た

分
の
実
喪
を
肘
上
い
た
し
た
次
第
で
す

▲
俣
健
噺
生
壷
総
額
と
し
て
六
十
二

万
五
千
八
百
八
十
円
で
あ
り
ま
し
て
、

伝
染
病
予
防
饗
は
三
十
八
万
五
千
五
百

八
十
円
で
、
内
訳
は
手
当
と
し
て
六
万

七
百
円
、
禰
用
饗
そ
の
也
一
干
二
万
四

千
八
百
八
十
円
で
あ
り
ま
す
。
主
な
る

事
難
と
し
て
は
各
伝
染
病
の
予
防
注
射

ろ
奴
、
ハ
エ
等
の
防
除
と
し
て
各
町
内
一

の
ド
ブ
堰
等
の
消
弼
を
実
施
す
る
計
画
一

で
あ
り
、
さ
ら
に
嘉
淑
、
再
旦
市
に
も
一

両
扱
施
打
す
る
俄
り
で
あ
り
ま
す
。
・

結
核
予
防
殻
は
や
二
万
四
千
四
画
円
で
《

あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
予
防
医
手
当
と
一
一

等
は
も
ち
ろ
加
の
こ
と
、
目
下
の
と
こ
一
り
ま
す
。
ま
た
墓
地
徹
郵
手
当
は
喜
良

､β戸

秘

こ
れ
は
予
防
医
手
当
と

．
ｂ
■
■
ｒ
Ｂ
Ｂ
Ｐ
Ｉ
Ｌ
ｐ
ｒ
ｈ
Ｄ
Ｄ
ｒ
ｂ
負
ｒ
ｌ
Ｂ
ｐ
ｆ
ｌ

一
で
あ
り
ま
す
。
火
葬
場
墾
予
騨
額
の
十

二
万
四
千
三
百
円
の
う
ち
修
繕
蜜
と
し

て
は
金
木
火
葬
鴎
の
八
万
五
千
八
百
円

と
、
喜
良
市
分
の
五
千
円
で
あ
り
ま
す

こ
れ
は
前
年
も
予
揮
針
上
し
て
修
理
す

る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
実
現
出
来

な
か
っ
た
も
の
で
、
今
年
は
ぜ
ひ
修
繕

い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
将

来
は
旧
三
カ
町
村
分
と
も
火
葬
塒
は
移

転
改
築
の
止
む
な
き
状
況
に
あ
る
の
で

暫
定
描
睡
と
し
て
修
理
す
る
次
第
で
あ

｜
主
と
し
て
薬
品
の
献
上
で
あ
り
ま
す
。

｜
こ
の
咳
当
人
い
は
約
四
千
人
を
兇
込
ん

蕊
。
全
夕
・
ロ
。
。
品

一
■
ダ
ゲ
。
ｑ
“
・
令

凸
ロ
グ
●
。
・
・

■

・

■

押

白

①

・

・

■

▲

》

叩

。

酢

Ｐ

・

口

上

。

曲

．
，
，
魂
・
器
‐

伊
。
■
Ｊ
も
４
．
．
０

群
龍
衿
、

ワ
。
Ｄ
・
必
毎

斗
“
幸
鈴
〉
胸
守

」
・
阜
ヂ

》
軸
。
恥
も
争
寸
幸
’
韮

癖
誰
蕊
鍔

雫
弛
む
作
．
》
ｑ
》
・
・
ず

。
▽
●
ケ
ロ
ｂ
Ｄ
ｂ
”

Ｌ
斗
日
、
詫
．
ｂ
・
◇

命

咋
蕊
藷

へ
ｄ
や
”
４
．
日
。
ｑ

・

。

■

■

ｑ

，

ざ

．

，
移
叫
。
。
。
．
，
一

Ｆ
ｅ
ｇ
■
０
二
口
早
▲

●
ロ
。
。
。
‐
・
ロ
．

・
・
・
ロ
．
“

鰯
十
・
・
四

｡■

″・車
寸

守

､

金
野
侭

．
－
市
分
を
計
上
し
ま
し
た
。

一

ま
し
て
は
、
機
会
あ
る
毎
に
申
上
げ
、

今
さ
ら
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
あ
り
ま

四
千
六
百
七
十
円
の
予
騨
計
上
猛
見
た

済
残
と
し
て
の
総
額
は
六
百
七
工
一
万

財
政
の
許
す
限
り
の
施
溌
を
考
究
樹
立

し
、
一
意
迩
進
の
覚
悟
で
す
。
産
業
経

の
で
あ
り
ま
す
が
、
三
地
区
鰹
莱
姿
画

以
上
、
あ
ら
ゆ
る
角
駐
か
ら
検
射
し
、

の
当
然
で
、
展
業
立
町
を
基
盤
と
す
る

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
中

う
る
限
り
、
こ
の
振
興
対
溌
に
力
を
致

せ
ん
が
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
で
き

▲
睡
業
経
済
愛
産
業
の
振
興
に
つ
き

パ
マ
露

還
組
合
創
投
を
図
る
よ
う
十
万
門
の
創

し
た
。
こ
れ
は
町
村
合
併
に
よ
り
従
来

旧
町
村
で
針
画
し
て
参
り
ま
し
た
も
の

堀M す
る
た
め
、
業
者
自
ら
の
手
に
よ
る
砿

味
か
ら
手
蛭
に
融
寅
が
出
来
る
よ
う
に

第
で
あ
り
ま
す
。
次
に
展
業
振
興
対
溌

設
殻
を
乏
し
い
財
漉
よ
り
酢
上
し
た
次

よに
つ
い
て
の
予
騨
で
あ
り
ま
す
が
、
各

秘
総
合
蝿
発
識
に
五
万
円
を
針
上
し
ま

立
さ
せ
、
砿
還
に
手
逸
い
を
錐
じ
な
い

の
合
理
化
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
兎
も

Ｊ

角
も
僧
入
金
に
対
す
る
髄
遊
計
脚
を
樹

会
蜜
に
つ
き
ま
し
て
は
事
業
、
と
し
て
一
を
基
本
と
し
て
、
有
擬
的
な
総
合
酎
画

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
事
務
的
な
経
常
経
一
蜜
に
充
当
す
る
考
え
で
あ
り
、
ま
た
町

強
の
み
の
計
上
を
見
た
わ
け
で
す
が
、
村
合
併
記
念
の
、
第
一
回
腱
産
物
品
評

そ
の
う
ち
商
工
振
興
、
艇
業
振
興
助
成

蕊
難

り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
市
中
銀
行
よ
り
一
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
防
除
薬
品
に
対
し

の
融
遜
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
一
現
在
の
と
こ
ろ
多
額
の
支
蠅
が
出
来
ま

詮
騨
蕊
蕊
駿
黙
蕊
籠
岬
鷆
瀦

に
し
て
容
易
な
斑
金
の
融
通
は
、
こ
の
一

協
会
の
利
用
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
と
一
鯛
鯏
淵
鵬
椎
糾
溌
繩

の
企
剛
性
と
申
し
ま
す
か
、
ま
た
経
営

ま
た
反
吋
に
お
い
て
融
寅
を
受
け
よ
う

と
す
る
商
工
業
関
係
者
に
対
し
、
班
業

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
，

を
当
協
会
に
出
盗
し
、
当
町
商
工
業
者
一
け
誘
蛾
灯
を
醗
姉
し
、
今
年
の
鍼
難
の

の
貨
金
融
通
の
便
鉦
を
与
え
よ
っ
と
一
ソ
結
果
に
よ
っ
て
は
、
朗
年
よ
り
継
統
し

思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
依
っ
て
昨
年
度
一
た
い
と
思
い
、

の
出
盗
に
統
さ
、
本
年
さ
ら
に
丁
万
円
一
ろ
み
と
し
て
、

つ
、
そ
し
て
い
つ
で
も
国
民
金
融
公

0

一

らと
はし
塵て
米九
轡リ万
当五

供千
脳門
制、
腰ま
にた
代本
つ年
て歴
、か

｜
痙
峰
鋤
函
咋
詫
抽
蝿
没
を
設
睡
い
た
し
一

会
、
四
Ｍ
ク
ラ
ブ
、
醗
那
改
良
普
及
脇
一
一

力
会
等
、
そ
の
他
各
杣
滕
莱
振
興
を
目
一
一

的
と
す
る
各
郡
団
体
の
事
韮
助
成
饗
に
一

充
当
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
殿
後
の
一

救
醗
対
策
穀
は
、
営
隆
斑
金
の
利
子
袖
『
一

給
金
と
、
・
延
納
米
宛
却
代
金
の
納
付
金
一
一

で
あ
り
ま
す
が
い
睦
催
医
途
他
膳
脾
惟
‐
一
一

米
穀
の
率
前
兆
汲
制
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
が
こ
れ
が
推
進

協
織
会
へ
二
万
円
を
跡
上
し
ま
し
た
。

営
牒
対
溌
殺
の
十
万
円
は
、
腰
率
研
究

負
担
金
に
つ
い
て
は
、
地
腫
隆
業
改
良

普
及
事
務
所
の
事
梁
並
に
活
動
助
成
饗

今
年
は
じ
め
て
の
こ
こ

部
落
別
に
試
聴
田
を
殻■

｜’

一 一

●
の

ｊ
ノ
ー“80

L
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離
臘
懸
湖
珊
娠
娠
耀
一

に
歳
入
、
歳
出
の
予
騨
措
撹
を
猶
ず
る
－

の
に
止
ま
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
元
金
一

の
侭
還
に
当
っ
て
は
座
家
、
単
協
と
も

瓶
竃
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
存
じ
、
各
位
の
十
分
の
御
関
心
と
、

御
協
力
を
望
ん
で
聖
を
い
次
第
で
あ

り
ま
す
。

▲
財
産
蜜

財
産
喪
総
額
七
十
六
万
五
百
七
十
円
、
一

う
ち
基
本
財
産
造
成
饗
三
十
二
万
八
千
一

円
で
、
こ
の
内
訳
で
は
、
ラ
ジ
オ
淘
森

出
資
金
の
十
五
万
円
、
そ
れ
に
趣
々
公

社
公
侭
変
と
し
て
十
六
万
六
千
円
を
訂

上
し
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
公
便
の

購
入
に
よ
っ
て
構
内
交
換
織
を
殻
瞳
し
一

こ
れ
に
鰯
艦
擬
を
接
銃
し
て
局
の
加
入

者
お
よ
び
鰐
内
相
互
の
通
蛎
が
自
由
に

行
え
る
設
鰯
輩
で
あ
り
ま
蕊
こ
の
交

換
譲
は
容
批
の
小
さ
な
駐
掛
型
の
交
換

譲
で
す
か
ら
、
交
換
室
を
設
け
る
必
要

扱
者
の
蜜
格
躍
定
を
必
要
と
い
た
し
ま

らが
、な

操く
作、
が装
容瞳
易が
で至
、つ

して
か鰯
も単
交で
換す
飯か

１
１
●
Ｍ
Ｉ
Ｉ
ト
ー
０
ｑ

そ
の
内
訳
を
甲
上
げ
ま
す
と
、
昭
和
二

十
八
年
腰
分
金
木
鰹
協
七
百
十
一
万
六

千
円
、
川
穴
腱
協
百
七
十
三
万
円
、
嘉

瀬
鮭
協
九
百
七
十
七
万
円
、
爽
良
市
畦

協
五
百
一
幸
・
四
万
五
千
円
、
昭
和
二
十

九
年
産
金
木
第
一
経
協
三
百
九
十
万
円

川
念
隆
協
百
六
十
五
万
円
、
襲
瀬
醍
協

六
百
五
十
万
円
、
認
良
市
隆
協
三
百
万

円
、
総
額
で
三
千
九
百
万
円
を
突
破
す
一

る
金
額
で
あ
り
ま
す
が
、
利
子
袖
給
金
一

□
刀
屯

、

『

町
五
反
の
認
可
が
あ
り
、
旧
嘉
瀬
村
に

対
し
て
は
近
く
認
可
が
あ
る
こ
と
と
期

０

せ
ん
。
こ
れ
に
は
十
五
個
ま
で
の
趣
酷

擢
な
飯
り
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
飛
詰
利
用
度
の
激
油

し
て
い
る
現
荘
謹
考
慮
し
、
設
樋
予
騨

を
肘
上
い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
の
部
分
林
殻
定
饗
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
が
、
今
向
町
村
合
併
に
よ
る
基

鳶
雷
造
成
饗
と
し
て
、
国
有
林
の

一
部
解
放
に
よ
り
部
分
林
の
設
定
を
見

る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
た
び
旧
金
木
町

は
八
町
三
反
余
畝
、
旧
再
良
市
村
は
四

。

ふ急
一〃

ａ
ｂ
８
ｐ
も
■
〃
■
●
■
り
り
司
夕
。
。
■
。
■
白
９
４
巳
ｐ
〃
貝
も
■
●
。
、
〃
■
、
日
夕
０
？
。
▽
も
、
〃
■
も
ｃ
ｇ
Ｇ
ｐ
ひ
り
■
■
″
Ｇ
Ｂ
ｆ
Ｅ
Ｇ
Ｑ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
ｅ
Ｊ
●
■
Ｆ
１
①
身
ｑ
０
Ｂ
〃
８
＄
■
け
Ｂ
や
■
Ｄ
Ｄ
Ｆ
夕

【
写
腫
Ｉ
今
年
も
二
ん
な
住
宅
が
二
○
戸
建
己

部
落
民
に
維
持
衝
理
せ
し
め
、
そ
の
収

益
の
分
担
率
を
定
め
、
今
秋
植
林
孝
実

施
し
、
町
将
来
の
基
本
財
産
の
行
成

期
す
る
次
第
で
、
次
向
町
会
に
は
こ

に
伴
う
鯛
蓑
饗
並
に
旧
金
木
町
に
お
い

五
十
銭
、
反
当
二
○
○
本
《
械
林
而
獄

八
町
五
反
歩
分
を
計
上
、
そ
の
他
こ
れ

は
杉
、
松
等
の
苗
木
代
一
本
単
価
三
円

部
分
林
に
対
す
る
国
、
曝
蜜
の
補
助
々

成
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
川

痔
し
て
お
り
ま
す
。

が
条
例
股
定
を
提
案
す
る
所
存
で
す
。

こ
れ
は
現
地
の
引
遮
と
相
俟
っ
て
関
係

次
向
町
会
に
は
こ
れ

一
ひ

Ｉ
ト
ー
Ｉ
ｊ
Ｂ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
ｒ
研

を

｜
の
緬
勤
の
有
無
が
決
定
し
た
際
は
、
間

’
た
次
罪
で
あ
り
ま
す
。
な
お
函
、
雛
喪

I没て

吾鵯
たこ
部六
分○
林○
の年

烹駕
識噸

爵警
上し
して

係
部
涛
睡
の
賊
合
の
上
、
千
脚
措
嘘
婆

改
め
て
考
噸
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
二
一

財
産
擬
抑
潤
の
四
十
二
万
二
千
五
戸
七

十
円
の
計
上
は
、
町
狗
建
物
垣
対
す
る
一

保
険
料
の
三
千
五
万
円
、
吋
一
の
他
で
七

万
二
千
五
百
や
千
・
円
か
見
込
ん
だ
の
で

あ
り
ま
す
。
次
の
稲
Ⅶ
金
の
一
万
円
は

職
国
の
退
職
嗣
立
毎
の
献
上
で
あ
り
ま
｜
》

す
。▲

統
計
飼
査
礎
二
十
六
万
六
千
五
十
一

騨

円
の
内
容
を
申
し
ま
す
と
、
騒
林
統
帥
一

頚
、
商
工
統
酎
調
、
国
勢
鯛
球
諜
、
覗
恥且

業
所
瀕
奄
穀
、
毎
月
人
口
銅
振
裁
の
十
匹

万
四
千
円
、
味
那
統
制
協
会
働
担
金
並
．
！
，
‐
．
．
．
‐
．
．
．
．
‐
．
．
，
、
，
。
↑
・
‘
．
．
‐
、
；
・

に
需
用
饗
八
万
七
千
円
、
町
発
行
二
千
一
の
計
上
で
あ
り
、
特
に
町
勢
装
覧
の
編

年
腰
版
町
勢
擬
覧
四
百
部
四
万
円
と
、
一
霧
は
新
金
木
町
の
妾
を
広
く
池
に
紹
介

合
併
後
の
町
地
図
一
千
枚
三
万
五
千
円
宜
伝
の
意
味
合
か
ら
、
こ
こ
に
計
上
い

②
■
夕
■
も
Ｄ
〃
ｕ
ワ
ク
、
９
口
〃
Ｂ
も
、
Ｄ
、
Ｂ
〃
Ｑ
、
■
白
い
ロ
〃
ロ
守
口
守
り
も
″
●
ら
■
夕
日
も
■
Ｇ
負
■
夕
伯
ａ
■
Ｆ
ｌ
９
Ｔ
，
Ｂ
ｐ
〃
０
Ｇ
日
〃
Ｂ
Ｕ
ｐ
９
巳
巳
グ
？
ｆ
Ｅ
６
６
Ｂ
Ｑ
巳
凸
巳
夕
●
寺

【
写
睡
Ｉ
粗
悪
な
査
材
で
建
て
た
た
め
、
危
瞼
な
蛎
二
保
育
所
】

L■込昌
』

b

【
写
藁
Ｉ
今
春
開
股
し
た
季
節
保
育
所
（
烹
顛
小
学
校
に
巴
】

弓弔

溌
燕
灘

▲
公
個
壷
餐
侭
抄
総
額
四
百
十
四
万

七
千
七
百
八
十
六
円
で
あ
る
が
、
こ
の

一
中
本
年
産
の
元
金
瞳
還
額
は
九
十
九
万

一
八
千
九
百
五
十
一
円
、
利
子
二
百
六
十

四
万
八
千
八
亘
一
千
五
円
、
そ
れ
に
一

一
僻
潜
入
金
利
子
五
十
方
円
の
子
騨
か
研

一
上
１
紫
示
し
た
。

Ⅱ
ｒ
叩
扣
㎡
１
１
１
㎡
川
岬
郡
叫
Ⅵ
叩
冊
皿
Ⅷ
１
１
咽
叩
‐
Ⅱ
ロ
■
■
ロ
ロ
ロ
■
■
■
ロ
ロ
丑
把
Ⅷ
皿
唖
宮
口
画
■
■
□
Ｆ
別
Ｕ
■
■
旧
旧
口
凹
Ｄ
Ｒ
Ｂ
■
口
‘
畑

０
９
■
●
巳
●
夕
も
■
６
■
〃
己
Ｕ
ｐ
９
ｂ
ｅ
芋
寸
ｐ
ｂ
寺
■
企
■
■
■
■
■
ｇ
凸
・
０
画

た
し
た
よ
う
な
次
露
で
あ
り
ま
す
。

▲
選
挙
愛

表
る
四
月
行
わ
れ
ま
し
た
町
長
遜
挙
、

一
同
月
行
わ
れ
ま
し
た
鞭
謙
華
識
鯛
選
挙

一
そ
れ
に
明
年
二
月
行
わ
れ
る
町
繊
会
醗

一
風
琵
挙
、
耐
恥
ソ
、
教
湾
委
髄
の
避
鎚
饗

耐『

『

凸
Ｆ

81、
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